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高エネルギーニュートリノイベント
IceCube-170922Aにおける放射源の同定

アメリカ・サイエンス誌に論文出版（11/10時点で376編に引用）
2018年9月19日読売新聞15面

- OISTERの望遠鏡が有する
高いポテンシャルを立証
- 重力波と合わせてマルチメッセン
ジャー天文学への重大な貢献



OISTERにおけるTXS  0506+056
のフォローアップ

- Kanata/HONIR+HOWPol, 
Kiso/KWFC, Kiso/Tomo-e Gozen,
IRSF/SIRIUS, MITSuME, Kyoto40cm,
Nayuta/MALLS, Subaru/HSC+FOCAS
による観測
- 数日スケールで~1.0magの変動
- Morokuma et al. 2020, arXiv



・TXS 0506+056の変動を検出できたのはBROSカタログ整備のおかげ
・Blazar Radio and Optical Survey (BROS; Itoh et al. 2020, ApJ, 
901, 3; 今年出版)
・~80000 sources at Dec.>-40 deg
・2種類の電波カタログからフラットなスペクトルを示す天体 （NVSS 
(1.4 GHz) + TGSS (151 MHz)）
・パンスターズ(PS1)では40%が検出できていない(r>23)

New Blazar Catalog (BROS)



ICECUBE GOLD & BRONZE Event 

- IceCubeが2019年6月からsignalnessで報告する
eventをGOLD/BROZEに分類

- 2019年12月のOISTER WS以降、24 eventsがGCN
に報告

- GOLDが6 events、BRONZEが18 events。
- GOLDは誤差範囲が小さい傾向にある（BRONZEで
も小さいものもある）

- いくつかのeventsは太陽方向に近くfeasibilityが悪
い。



我々が実施したフォローアップ

ID NT RA DEC Error90(‘) 天体数 観測開始 OISTER 
TOO

IceCube-
200120A

BRONZE
67.4599 -14.63 20.4

1 2020/01/24 --

IceCube-
200911A

BRONZE
51.1099 38.1099 296.4

1 2020/09/15 --

IceCube-
200929A GOLD 29.5199 3.47 31.8

12 2020/10/01 --

IceCube-
201007A GOLD 265.17 5.3399 24

5 2020/10/08 YES

天体数 = IceCubeニュートリノアラート内のBROS天体数ないしFermiなど
の追観測でガンマ線解析による範囲がかかった天体数



Summary
- 昨年からIceCubeアラートがGOLD/BRONZEに分類
- 誤差円内の小さな４イベントについて、かなた・木曽シュ
ミットでBROS天体のフォローアップを実施

- 筋の良い1イベント（IceCube-201007A; GOLD event）誤
差円内BROS5天体についてOISTER TOOをトリガー

- Skynet, Murikabushi, Kanataで最初の3日間に密に観測
- QLでは明瞭な増光天体はおらず
- 最近のIceCubeイベントの誤差範囲円内のいくつかの天体に
ついてせいめい望遠鏡で分光を実施：QLでは受かったとい
える天体なし

- 今後もIceCubeアラートに合わせたBROS天体のフォロー
アップは継続する


